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書字練習初期の習熟に対する主観的評価の様相

大東　真紀＊1，＊2　森本　美智子＊3

要旨：脳卒中右片麻痺者の左手書字練習初期の習熟に対する主観的評価の様相を明らかにするた
め，半構造化インタビューを実施した．15 名（男性 6 名，女性 9 名，平均年齢 69. 7（SD 9. 3）歳）
の内容分析の結果，【文字イメージの復活・文字を整斉する能力の向上・文字を整列する能力の向
上・筆記具の操作性の向上・書字の実用性の向上・左手特有の書きにくさへの対処・筆記具の持ち
方の工夫・紙の固定方法の工夫・書字に対する肯定的な気持ちへの変化】の 9 カテゴリ，《認知機
能の改善・能力の向上・対処方略の獲得・気持ちの変化》の 4 分類に集約された．本結果は当該書
字練習における支援方法や評価指標の開発に有益な示唆を与えると考える． 
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は じ め に

作業療法場面において，利き手が重度の機能低下を
伴った症例では，利き手交換練習を行うことがしばし
ばある．作業療法士が介入する利き手交換練習は食事
と書字が大半を占めており 1），その中でも書字は，特
にラテラリティ（側性・左右差）の高い活動である 2）．
本邦では左手で書字を行う者は 0. 7％との報告 3）があ
り，利き手交換が必要な状況においては，そのほとん
どが左手による書字の習得が必要であることを示して
いる．作業療法白書（2015）4）によると，作業療法士
が関わる対象疾患・障害のうち，脳血管障害の経験率

が最も高い．このことから，作業療法士が実際に左手
書字に対する支援を行う機会が多いのは脳卒中右片麻
痺者であろう．

脳卒中右片麻痺者にとって非利き手である左手での
書字は，書字という行為自体は繰り返し行ってきたに
もかかわらず新規の動作であり，運動学習による習熟
が必要である．習熟とは，「行為を繰り返すことによ
り，ある知覚・運動的技能の質や量が増進すること」
である 5）．マイネルは習熟位相を 3 段階に分けて特徴
づけており，第 1 位相を運動の粗協調が起こる段階
とし，第 2 位相を運動の精協調の段階，第 3 位相を運
動の安定化の段階としている 6）．特に，第 1 位相であ
る初期の運動学習は明瞭に意識化すると阻害されやす
い 6）という特徴がある．したがって，利き手交換練習
はすでに右手において習得経験のある書字を練習する
行為であるため，書字者自身がその動作・運動を意図
的に吟味することが可能であり，初期の段階において
学習が阻害されやすいという特徴を持っていると考え
られる． 

書字の習熟を捉えるために，これまで様々な指標を
用いた検討が行われてきた．特定の世代や疾患・障害
を対象とした書字の評価として，学童期を対象とし
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たものは多く 7），また，パーキンソン病による書字障
害に対する評価は散見されるが 8），脳卒中右片麻痺者
に焦点を当てた書字評価は僅少 9）である．また，疾患
や世代に限らず，現在，書字速度や加速度，筆圧の測
定，動作解析等によって，習熟に伴う変化を測定する
ことが試みられている 10）．さらに，判読性や正確性，
文字の重心位置の測定等，書字の「表象結果」に対す
る評価も行われている 11）．

一方で，書字は特に環境や経験，目的等に応じて変
化・適応することから個別性が高く，対象者主体の作
業を実現するためには，対象者自身がどのように書字
を捉えているかという主観的評価は欠かすことができ
ない．特に書字練習初期の学習は阻害されやすいとい
う可能性を鑑みると，練習の継続には対象者の思いや
実感をもとにした具体的な支援が不可欠である．しか
し，書字者の習熟に対する主観的評価の詳細は，これ
まで明らかになっていない． 

そこで本研究は，脳卒中右片麻痺者の非利き手によ
る，書字練習初期の習熟に対する主観的評価の様相を
明らかにすることを目的として調査を実施した．主観
的評価を体系的かつ客観的に同定することでその様相
が明らかになれば，同様の書字練習を行う対象者への
練習方法の開発や支援の一助になると考えられる．ま
た，学習が阻害されやすいと考えられる書字練習初期
に焦点を当てることにより，初期の習熟を促す新たな
視点からの具体的な指導につながる可能性がある．加
えて，左手書字練習初期の習熟を加味した測定指標の
開発へ示唆を与え，客観的な評価の開発につながる可
能性が期待できる．

用語の操作的定義

本研究における書字練習初期とは，マイネルらの習
熟位相を参考に「運動の粗協調の獲得の段階」と捉え，

「粗いながらも文字が書けるようになる頃」とした．
また，習熟に対する主観的評価とは，「当該書字練習
を通じて対象者が改善や習熟を実感した事象」とした．

研 究 方 法

1．研究デザイン
研究デザインは，半構造化形式的インタビューによ

る質的研究とした．

2．対象および調査依頼
対象者の選定において，当該書字練習を実施中の者

へのインタビューが最適であると考えられたが，脳卒
中右片麻痺者の発症時の言語障害合併率を調査した研
究において，77％が言語障害を合併していたとの報告
があり 12），インタビューによるデータ収集が困難であ
ることが予想された．実際，回復期リハビリテーショ
ン病棟を有する病院 8 施設に調査を依頼したものの，
対象者がいない，障害受容の観点から倫理的に調査実
施が難しい，失語症の合併によりインタビューが難し
い等の理由により実施が困難であった．そのため，以
下のように包含基準を設定した．

対象の包含基準は，「粗いながらも文字が書けるよ
うになる頃」を経験した脳卒中右片麻痺者で，非利
き手による書字練習を数週間継続して行った者とし
た．除外基準は，左手書字を数回行った経験があるの
みで，左手書字の習熟を目的としなかった者，かつイ
ンタビュー内容を理解できない者，コメントを言語に
よって表出できない者とした．具体的には，認知機
能は改訂長谷川式簡易知能評価スケール 20 点以下 13），
言語機能は担当作業療法士が日常会話で理解表出に問
題が認められると判断した者を除外し，データの信頼
性の確保に努めた（表 1）．

リクルート方法としては，非利き手による書字練習
という特定の経験をした対象者にインタビューを依頼
する必要性から，その経験に関わる作業療法士等から
の紹介が最適と考え，機縁法を用いて老人保健施設お
よび通所介護，23 施設から募集した．

調査は，インタビュー協力への同意が得られた対象
者に，インタビュー日程・場所の調整を行い，インタ
ビュー当日に研究説明を実施後，同意書への署名を得
て実施した．

3．調査方法
調 査 は 2019 年 7 月～10 月 に 実 施 し た．イ ン タ

ビューガイドを用い，会話は IC レコーダーを用いて
記録した． 

インタビュー内容は，左手書字練習初期の変化とい
う，言語による表現や回答が難しいテーマであること
を鑑み，まず「左手で文字を書く練習を始めた頃，ど
のようなところが難しいと感じましたか」という質問
を行った．その後，「それは練習を重ねていく中で，
どのように改善や習熟をしていきましたか」と具体的
な変化に関する質問を行った．これらの質問を繰り返
す中で，対象者が回答に慣れ，どのようなことについ
て回答をすれば良いか十分に把握した後には，「その
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他にもご自身が改善や習熟を感じた部分はあります
か」と，改善や習熟について対象者自身から語っても
らうような質問に切り替えた． 

インタビュー終了にあたっては，内容に関する発言
がおおよそ出たことをインタビュアーが対象者に確認
した上で，同意を得て終了した．

4．分析方法
分析は，クリッペンドルフ 14）の内容分析の手法を

参考にして行った．クリッペンドルフの内容分析は，
メッセージのある特定の属性を客観的かつ体系的に同
定し，そのデータが組み込まれた文脈に関して再現可
能で妥当な推論を行うものである 14）．

まず，インタビュー内容それぞれについて録音記録
から逐語録を作成した．逐語録を熟読し，文脈を把握
した後，左手書字練習初期の変化を表す部分について
意味を損なわないように，1 つの意味を含む単位で抽
出したものを 1 記録単位とした．この際，対象者が筆
記しながら，「ここが，こうなって」との発言に対し，
インタビュアーが「右端の文字が震えてということで
すか」と確認し，対象者が同意した部分については，
インタビュアーの発言も 1 記録単位内に含めた．各記
録単位は，文脈を考慮しながら抽象化などの言い換え
により記述的にコード化した．次に，融合されたコー
ドを表す，より抽象度の高い用語へと解釈的にコード
化した．解釈的コードの共通性をさらに解釈してまと
め，サブカテゴリとした．サブカテゴリを比較検討し
ながら類似したものを統合してカテゴリとし，カテゴ
リの特徴をもとに分類した．

データの分析と解釈にあたり，研究者 1 名により各
記録単位を抽出した後に，意味内容を損なわずに抽出
できているかもう 1 名が点検した．コード化およびサ
ブカテゴリ，カテゴリ，分類の生成にあたっては，研
究者間で合意するまで検討を繰り返した． 

倫理的配慮

本研究計画は，ヘルシンキ宣言に基づき対象者の人
権擁護およびプライバシーの保護を十分に行い，岡山
大学大学院保健学研究科看護学分野倫理審査委員会の
承認（受付番号：D18-09）を得て実施した．対象者
の紹介にあたっては，事前に対象者の入所・通所施設
の許可および施設ごとの倫理審査の必要性の有無につ
いて問い合わせを行い，必要な場合は許可を受けた上
で依頼を行った．

結 果

対象者は，老人保健施設・通所介護 11 施設から 
16 名の調査協力が得られた．インタビュアー以外の
研究者によるインタビュー内容の確認において，失
語症の影響により信頼性が担保されなかった対象者 
1 名を除き，対象条件に合致した 15 名を分析対象と 
した．15 名（男性 6 名，女性 9 名）の年齢は平均 69. 7 

（SD 9. 3）歳，書字練習歴の中央値は 5. 5（四分位範
囲 1. 75-7）年，録音時間は平均 40（SD 10. 5）分であっ
た．FIM（Functional Independence Measure）にお
いて，理解は平均 6. 5（SD 0. 52）点／表出は平均 6. 7

（SD 0. 49）点であった（表 1）．
以下，結果の表記について，解釈的コードは［　］，

サブカテゴリは〈　〉，カテゴリは【　】，分類は《　》
で示す．分析の結果，159 の記述的コードから 43 の
解釈的コードが生成された．個別性の高さから共通性
の解釈が困難な解釈的コードを1コード除いた42コー
ドから，19 のサブカテゴリが生成された．サブカテ
ゴリはさらに，【文字イメージの復活】【文字を整斉す
る能力の向上】【文字を整列する能力の向上】【筆記具
の操作性の向上】【書字の実用性の向上】【左手特有の
書きにくさへの対処】【筆記具の持ち方の工夫】【紙の
固定方法の工夫】【書字に対する肯定的な気持ちへの
変化】の 9 カテゴリに集約された．カテゴリの特徴に
ついて検討した結果，《認知機能の改善》《能力の向上》

《対処方略の獲得》《気持ちの変化》の 4 つに分類され
た（表 2）．

以下，4 分類について，結果を詳述する． 

1．《認知機能の改善》
《認知機能の改善》は【文字イメージの復活】の 1

カテゴリから構成された．対象者は，書字練習を繰り
返す中で，ある時にふと［忘れていた漢字や「はね」
を思い出して書けるようになった］という〈文字のイ
メージが復活した〉ことを実感していた．

2．《能力の向上》
《能力の向上》は【文字を整斉する能力の向上】【文

字を整列する能力の向上】【筆記具の操作性の向上】【書
字の実用性の向上】の 4 カテゴリから構成された．

対象者は，文字の形を整えるために必要な〈文字の
一画一画をブレずに書けるようになった〉ことや，〈文
字それぞれの細かい特徴を書けるようになった〉こと，
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表 2　脳卒中右片麻痺者の非利き手による書字練習初期の習熟に対する主観的評価
分類（4） カテゴリ（9） サブカテゴリ（19） 解釈的コード（43）
認
知
機
能

の
改
善

文字イメージの
復活 文字のイメージが復活した 忘れていた漢字や「はね」を思い出して書けるようになった

能
力
の
向
上

文字を整斉する
能力の向上

文字の一画一画をブレずに
書けるようになった

文字の一画一画の波打つようなブレが減った
文字の一画一画を真っ直ぐ書けるようになった
文字の最も右側の角や端のブレが減って，徐々に思うように書けるように
なった

文字それぞれの細かい特徴
を書けるようになった

ひらがなのカーブがなんとか自分の思うように書けるようになった
「はね」や「はらい」，「とめ」，「うったて」が，だんだんと上手くできる
ようになった
見返した時に自分で読み分けられるぐらいには，形の似た文字を書き分け
られるようになった
文字の一画一画の長短や線を曲げるタイミングを調整できるようになった

文字のバランスを
整えられるようになった

どのあたりから書くと文字のバランスがとれるか分かるようになった
文字の形を整えられるようになった
頭でイメージした文字の形に書けるようになった

文字を整列する
能力の向上

文字の並びを
整えられるようになった

文字と文字の間隔を適度に取れるようになった
縦書きの際，文字列の歪みやねじれが減って真っ直ぐに書けるようになった

（横書きの際），文字列を少しは真っ直ぐに書けるようになった
隣り合う文字を同じ大きさに整えられるようになった

筆記具の操作性
の向上

筆記具を思うように
動かせるようになった

筆記用具を押して書く，横書きがうまく書けるようになった
筆記具を持つ指先が色々な方向に動くようになった
筆記具を持つ指先のコントロールが上手になった
筆記具の操作がうまくできるようになった

適度な力加減で
書けるようになった

書く際に入っていた肩や手の力が抜けるようになった
筆記具を持つ力加減を調整できるようになり，力を緩めても書けるように
なった
筆記具を持つ手の力加減が分かり，力を入れて書けるようになった

書字の実用性の
向上

長い時間書き続けられる
ようになった 長い時間書き続けられるようになった

速く書けるようになった 最初の頃より，だんだんと速く書けるようになった
はっきりと濃く

書けるようになった はっきりと濃い字が書けるようになった

細かく書けるようになった
画数の多い漢字が書けるようになった
文字をだんだんと小さく書けるようになった

逆さ文字にならなくなった 特別な注意を払わなくても逆さ文字にならなくなった

対
処
方
略
の
獲
得

左手特有の書き
にくさへの対処

左手で書きやすいように
工夫できるようになった

左手で書きやすい筆順に変えて書くようになった
筆記用具を押して書くのを少なくできる方法が分かるようになった
右下がりになりやすい文字を，真っすぐに書けるように紙を傾ける工夫を
するようになった

書いている文字が左手で
隠れるという見えにくさを
解決できるようになった

書いている文字が左手で隠れて見えなくなるため，見えるように身体や筆
記具，紙の位置を工夫できるようになった
書いている文字が左手で隠れてすべてが見えなくても，勘や感覚で書ける
ようになった

筆記具の持ち方
の工夫

書きやすい持ち方に
工夫できるようになった

筆記具を持ち変えなくていいように，大体この辺りだろうという位置で持
てるようになった
筆記具を押す方向に動かしやすく，支えやすくなるように，薬指も筆記具
に添えて 4 指で持つようになった
紙がよれないために小指側全体が紙に触れないよう，部分的に少し浮かせ
て書くようになった
ボールペンは，ペン先を傾け過ぎるとかすれることが分かり，立てること
で書けるようになった

紙の固定方法の
工夫

工夫して紙の固定が
できるようになった

右手の麻痺によりできなかった紙の固定が工夫することでできるように
なった

気
持
ち
の
変
化

書字に対する
肯定的な気持ち

への変化

気持ちにゆとりを持って
書けるようになった

書けないことへの不安や焦燥感が減り，少しゆとりを持って楽に書けるよ
うになった

書くことに前向きになった
書きたくないという気持ちが減って，書くのが億劫ではなくなった
書く気にならなかったところから，書こうという気持ちに変わった

自分の字に自信が
持てるようになった 人に見せられる字になったと感じるようになった

除外 書く機会が多い自分の名前は，書き慣れて早いうちに上手くなっていった
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〈文字のバランスを整えられるようになった〉ことと
いった【文字を整斉する能力の向上】や，前後の文字
との間隔や一直線上に〈文字の並びを整えられるよう
になった〉という【文字を整列する能力の向上】を実
感していた．

また，〈筆記具を思うように動かせるようになった〉
ことや，〈適度な力加減で書けるようになった〉こと
など，筆記具を動かす手指の操作や，それに伴う筋力
の調整が可能となっていく，【筆記具の操作性の向上】
を実感していた．

さらに，〈長い時間書き続けられるようになった〉
ことや，〈速く書けるようになった〉こと，〈はっきり
と濃く書けるようになった〉こと，〈細かく書けるよ
うになった〉こと，［特別な注意を払わなくても逆さ
文字にならなくなった］ことといった，より長い時間，
より速く，より濃く，より細かく，より安定的に筆記
が可能となっていく，【書字の実用性の向上】を実感
していた．

3．《対処方略の獲得》
《対処方略の獲得》は【左手特有の書きにくさへの

対処】【筆記具の持ち方の工夫】【紙の固定方法の工夫】
の 3 カテゴリから構成された．

対象者は，筆順や筆記具の使い方を右手で行ってい
た方法から変更することによって，〈左手で書きやす
いように工夫できるようになった〉ことや，横書きの
際に〈書いている文字が左手で隠れるという見えにく
さを解決できるようになった〉ことなど，【左手特有
の書きにくさへの対処】ができるようになったことを
実感していた．

また，左手での慣れない筆記具の使用に対して，〈書
きやすい持ち方に工夫できるようになった〉といった，
【筆記具の持ち方の工夫】が行えるようになったこと
や，右上肢の麻痺により紙の固定ができないために書
字が行いにくくなっていたことに対して，〈工夫して
紙の固定ができるようになった〉といった，【紙の固
定方法の工夫】が行えるようになったことを実感して
いた．

4．《気持ちの変化》
《気持ちの変化》は【書字に対する肯定的な気持ち

への変化】の 1 カテゴリから構成された．
対象者は，書字に対する不安や焦燥感，億劫さなど

が軽減し，〈気持ちにゆとりを持って書けるようになっ

た〉ことや，〈書くことに前向きになった〉こと，〈自
分の字に自信が持てるようになった〉ことなど，【書
字に対する肯定的な気持ちへの変化】を実感していた．

考 　 察

本研究結果に対して 2 つの視点より考察する．

1．習熟に対する主観的評価の様相
脳卒中右片麻痺者は，非利き手による書字練習初

期の習熟に対して，《認知機能の改善》《能力の向上》
《対処方略の獲得》《気持ちの変化》の 4 つの側面につ
いて主観的に評価していることが明らかとなった．ま
た，4 分類には 9 カテゴリ，19 サブカテゴリが包含さ
れており，多様な事象を捉え，評価を行っていること
が明らかとなった．これまで当該書字練習に対してこ
のように多様な事象が主観的に評価されていることは
明らかにされておらず，本結果は対象者主体の作業の
実現や対象者の思いに寄り添った支援に対して具体的
な示唆を与えることが期待できる．特に当該書字練習
を行う機会が多いと考えられる回復期の時期は，疾患
特性上，言語による表出が難しい対象者も多くいる．
その際に，本結果を用いた支援者による例示や声かけ
は，対象者との主観的評価内容の共有や具体的な課題
の把握に有益であろう．分類ごとの書字練習実践への
活用の可能性については，以下に詳述する．
1）《認知機能の改善》
言語機能障害の一つに文字自体を忘れるという症状

が認められることがある．ある時にふと［忘れていた
漢字や「はね」を思い出して書けるようになった］こ
とは，例えば，練習を繰り返すことによって，「はね」
の跳ね上げるような動作を習得することなどとは異な
り，漢字やはねなど「文字」とはこういうものであっ
たと，高次脳機能の一部である【文字イメージの復活】
した様子を示していると考えられる．脳卒中右片麻痺
者全般に認められる症状ではないことに留意する必要
があるが，《認知機能の改善》として挙げられた【文
字イメージの復活】は，書字練習初期に起こりうる主
観的評価が可能な事象の一つであると推察された．書
字練習初期においては，筆記具の操作に慣れることを
優先し，直線や曲線，図形の筆記から開始することも
多いが，脳卒中右片麻痺者の書字練習においては，初
期からなぞり書き等を用いて「文字」の筆記を同時に
練習し，《認知機能の改善》を図ることも検討する余
地があると考えられる．
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2）《能力の向上》
【文字を整斉する能力の向上】や【文字を整列する

能力の向上】について，書字練習初期から「文字の表
象結果」に対して，細部にわたってセルフモニタリン
グを行い，一文字一文字を整えられるようになること
に加えて，文字と文字の間隔や文字列の真っ直ぐさな
どを意識していた．脳卒中右片麻痺者はすでに右手で
の書字を習得しているため，練習初期から自己評価を
行うことができ，違いを細かく捉え修正を繰り返し行
うことから，筆記した文字や文字列の変化を実感しや
すかったと推察される．このセルフモニタリングの内
容を作業療法士が共有することで，対象者の実感を元
にした目標設定が可能となり，具体的な練習指導が行
いやすくなると考えられる．しかし同時に，初期の運
動学習は明瞭に意識化すると阻害されやすい 6）という
観点においては，セルフモニタリング内容を丁寧に聴
取することで，対象者自身がより意識的に自身の運動
を内観することにつながる可能性があり，聴取の仕方
には工夫が必要であろう．また，筆記動作を意識させ
すぎない練習内容や指導方法の検討が必要であると考
えられる．
【書字の実用性の向上】のサブカテゴリに挙げられ

た，より速く，より長い時間，より細かくといった項
目は，書字評価として速さや時間，筆圧，正確性など
量的に測定されることの多い項目である．対象者自身
も書字練習初期から実感できる変化であることから，
主観的評価を客観的な量的評価によって裏付けること
ができれば，実用性という観点からの一定の成果を対
象者が継続的に得ることができるであろう．また，「文
字の表象結果」が，右手で筆記していた時の文字を到
達点と考えた際に，到達点が明確であるが故に未到達
部分に評価の視点が向いてしまう可能性がある．それ
に対し，【筆記具の操作性の向上】や【書字の実用性
の向上】という側面は，結果ではなく経過に焦点を当
てやすく，評価結果を対象者が受け入れやすいと考え
られる．このことから，これらの習熟に対する作業療
法士によるフィードバックは，自己効力感を高めるこ
とにつながりやすく，書字練習の継続に有益であると
推察される．
【書字の実用性の向上】に挙げられた，［特別な注意

を払わなくても逆さ文字にならなくなった］ことにつ
いて，作業療法場面において左手での書字練習時に鏡
像書字（逆さ文字）が見られることはしばしばある．
しかし，実際に表出された鏡像書字以上に「特別な注

意を払わなければ逆さ文字になりそうな状況」が対象
者自身には起こっていたことが推察された．そのこと
により，余分な時間や抑制への労力が割かれている可
能性を鑑みれば，書字練習初期には，なぞり書き等の
鏡像書字が起こりにくい環境を作業療法士が整え，書
字練習時の負担を軽減することが必要であろう．加え
て，鏡像書字の有無だけではなく，鏡像書字になりそ
うな状況がどの程度あるか，またどの程度改善してい
るかを確認することで，書字練習方法の追加や変更の
判断が行いやすくなると考えられる．
3）《対処方略の獲得》
対象者は筆順の変更や見えにくさへの対処，環境面

の工夫等，様々な方略を用いて【左手特有の書きにく
さへの対処】を可能にしていた．【筆記具の持ち方の
工夫】においても多様な工夫がみられ，左手書字に適
応するための方略が多様であることが明らかとなっ
た．また，本研究対象者は右上肢に運動麻痺があり，
【紙の固定方法の工夫】も必要であった様子が窺えた．
これらのことから，対象者は書字練習初期から右手書
字との違いを実感し，試行錯誤しながら小さな工夫を
含め，自ら対処方略を獲得していた．対象者が主体的
に対処方略を獲得できるよう試行錯誤できる環境を整
えることの必要性が示唆された．また本結果は，左手
書字に難渋する対象者に具体的な対処方略を提案する
際の一助となると考える．
4）《気持ちの変化》
書字練習開始当初は左手書字の困難さに，不安や焦

燥感，億劫さなどのネガティブな感情を伴っており，
対象者にとって負担の大きい作業となっていることが
分かる．しかし，そのような状況においても書字練習
を継続する中で【書字に対する肯定的な気持ちへの変
化】が起こっていたことは興味深い．《認知機能の改善》

《能力の向上》《対処方略の獲得》の 3 つの側面の主観
的評価により習熟を実感することが，【書字に対する
肯定的な気持ちへの変化】へとつながったことが推察
されるが，《気持ちの変化》に影響を与えた要因につ
いては今後，詳細な検討が必要であると考える．

2．評価指標としての活用の可能性
本研究により，対象者は習熟に対して 4 つの側面か

ら主観的評価が可能であることが示された．4 分類は
さらに 9 カテゴリ・19 サブカテゴリから成り立って
おり，本結果は評価指標の開発に有益な示唆を与える
と考えられる．また，既存の客観的評価と主観的評価
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双方の結果を照らし合わせることで，習熟における変
化の意味を捉えやすく，適切な評価結果を導くことに
つながると考えられる．

具体的には，《能力の向上》の【筆記具の操作性の
向上】のサブカテゴリに挙げられた，〈適度な力加減
で書けるようになった〉ことについて，［筆記具を持
つ力加減を調整できるようになり，力を緩めても書け
るようになった］と［筆記具を持つ手の力加減が分か
り，力を入れて書けるようになった］は，適度な力加
減に調整が可能となっていくという点では同様の変化
であるが，力を緩められるようになったことと，力を
入れられるようになったことは異なる変化である．書
字練習開始当初に力を入れ過ぎるのか，弱すぎるの
か，対象者自身に確認し評価しておくことで，後の習
熟の如何を評価することが可能となると推察される．

また，近年，筆圧測定が習熟の評価に用いられるこ
とが増えているが，筆圧の増減による習熟の評価は安
定していない．筆圧測定による客観的評価に今回のよ
うな対象者が自覚可能な事象について確認を行い照ら
し合わせることで，客観的な測定値のみでは捉えるこ
とに限界があった事象においても評価することが可能
になると考えられる．

本研究の強みと限界，今後の展望について

本研究対象は，失語症等の何らかの言語機能障害に
よりインタビューに難渋する可能性を伴う脳卒中右片
麻痺者であり，かつ，非利き手による書字練習経験者
という限定的な条件の対象者であった．安田ら 15）は，
インタビュー対象者 9±2 人で経験の類型を把握する
ことができると述べており，本研究が質的研究に必要
な一定数のデータを収集できたことには意義があろ
う．

一方で，書字練習歴に制限を設けなかったことによ
り，書字練習初期から時間の経過した対象者や，中
期，後期まで経験した対象者も含まれていた．この
ことから，書字練習初期の頃の習熟についてインタ
ビューを行ったものの，場合によっては書字練習とし
て概括的にまとめられ，中期，後期の習熟についても
語られている可能性があり，本研究の課題として残さ
れる．

また，今回の内容分析にて明らかになった様相の中
には，例えば《能力の向上》にある〈適度な力加減で
書けるようになった〉ことによって，〈長い時間書き
続けられるようになった〉といった，因果関係や構造

的に関連のあるデータやカテゴリが認められたが，本
研究はこれらの関連性等は分析対象としていない．今
後，本研究結果をもとに，書字練習初期の習熟に関す
る構造を定量的に，因果関係を含めて検討し，書字練
習初期に有用な練習方法や支援方法の開発，および客
観的評価指標の開発へとつなげていきたい．

謝辞：本研究の実施にあたり，ご協力いただきました調
査対象者の皆さまと依頼施設のスタッフの皆さま，多くの
ご教授やご示唆をいただきました森本研究室および研究会
の皆さまに深く感謝申し上げます．本研究は，公益財団法
人フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財団
の助成を受け，まとめたものである．なお，開示すべき
COI はない．
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Aspects of subjective evaluation of proficiency in the initial stage 
of writing practice using the non-dominant hand among people with right hemiplegic stroke
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We conducted a semi-structured interview to clarify the aspects of subjective evaluation of writing proficiency 
in the initial stage using the left hand in people with a right hemiplegic stroke. The results of content analysis of 
15 people (6 males, 9 females, 69. 7 years old, SD 9. 3) are summarized into nine categories : restoration of character 
images, improvement of the ability to symmetrize characters, improvement of ability to align characters, improve-
ment of operability of writing tools, improvement of practicality of writing, countermeasures against difficulty in 
writing peculiar to the left hand, ingenuity of how to hold writing tools, ingenuity of paper fixing ways, and change 
to positive attitude for writing. The results were also summarized into four classifications : improvement of cognitive 
functions, improvement of ability, acquisition of coping strategies, and change of feelings. The results suggest the 
benefits of development of support methods and evaluation indexes in writing practice.

Key words : Hand writing, Stroke, Dominant hand exchange, Self-evaluation, Qualitative research
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